
使い終わったインクカートリッジは、全国の郵便局や
自治体施設などにある「インクカートリッジ里帰り
プロジェクト」の回収箱で集めていますよ。

インクカートリッジ里帰りプロジェクトは、プリンター
メーカー4社（ブラザー、キヤノン、エプソン、HP）の
使用済みインクカートリッジを共同で回収し、各メーカー
に戻すプロジェクトです。
全国約3600の郵便局と、200を超える自治体の約3000
箇所以上の施設に回収箱を設置してあります。

全国津々浦々の場所で回収されたインクカートリッジは
一箇所に集められ、そこで各メーカーごとに仕分けを
されて、また各メーカーに戻されるんです。 つまり、
インクカートリッジが「里帰り」するんですね！

でも、いったいどうやって集めて、どこでどういうふうに仕分けしているのでしょう
か？？ …この秘密を探るべく、インクカートリッジ里帰りプロジェクトのイメージ
キャラクター「里帰り君」といっしょに里帰りの旅に出かけてみましょう！
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…旅の始まりは郵便局から。

今回の出発地点は光が丘郵便局（東京都練馬区）。この郵便局は駅に近く、近所にマン
ションなどがあって訪れるお客さんはとても多いようです。
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回収箱の行き先は長野県の諏訪市にある
「ミズベ」というところです。

その「ミズベ」に配達する前にいったん諏
訪郵便局に集められます。

光が丘郵便局から諏訪郵便局まで、200km
くらい、電車だと新宿からJRの「あずさ」
に乗って上諏訪駅まで約2時間半です。

それでは諏訪郵便局に行ってみましょう！
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ではいよいよ「ミズベ」に行ってみましょう！

諏訪郵便局からミズベまで車で10分ほど。ほぼ毎日回収箱が届けられています。
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まず最初に郵便局から届いた箱の重さをはかり、送り主や受付日を登録します。

これは、インクカートリッジを回収箱に入れた人や、
回収拠点から送り出す人たちが里帰りの状況を確認
できるしくみに使われています。 ホームページにあ
る「里帰り状況の確認はこちら」で、インクカート
リッジを入れた場所と日付を入力すると、里帰り状
況がわかるんですよ。

それでは、インクカートリッジ受け付けから仕分けまでの流れを見てみましょう。
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インクカートリッジ里帰りプロジェクトホームページ
http://www.inksatogaeri.jp/



登録が終了したインクカートリッジは、箱からテーブルの上に出され、1個1個確認
しながらプリンターメーカーごとに仕分けをされます。

見ていると実に簡単そうに仕分けられて
いるのですが、これが実はたいへんなん
です！ 各社のインクカートリッジだけで
何十種類もあるし、なかには間違えて
入っちゃったインクカートリッジ以外の
ものも混ざっていることがあります。
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仕分けられたインクカートリッジ。分けるといっても、各社いろんな種類の製品を作って
いるので単純ではありません。

メーカー×各機種で合計何十種類にもなるインクカートリッジを見分けなくてはならないの
です。

※インクカートリッジ里帰りプロジェクトは、参加プリンターメーカー
の純正インクカートリッジを回収対象としています。

7



仕分けられたインクカートリッジは、各メーカーごとに箱に入れられます。

インクカートリッジ里帰りプロジェクトの役割は、こうやって各メーカーに確実に届ける
ところまでです。各メーカーではインクカートリッジを受け取ったあと、それぞれの種類
に応じた適切な方法でリサイクルを進めています。
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